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柳
原

正
治

教
授

著
作
目
録

単
著

『
国
家
結
合
論
を
め
ぐ
る
国
際
法
上
の
諸
問
題
に
関
す
る
研
究
』

平
成
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
一
般
研

究
（
Ｃ
）

研
究
代
表
者
‖
柳
原
正
治
）
研
究
成
果
報
告
書
）

一
九
九
六
年

『
ヴ
ォ
ル
フ
の
国
際
法
理
論
』

有
斐
閣

一
九
九
八
年

『
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
（
人
と
思
想
）』

清
水
書
院

二
〇
〇
〇
年

『
北
方
領
土
に
お
け
る
コ
ン
ド
ミ
ニ
ウ
ム
』

財
団
法
人
日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

二
〇
〇
一
年

『
国
際
法
』

放
送
大
学
教
育
振
興
会

二
〇
一
四
年

『
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
（
人
と
思
想
）〔
新
装
版
〕』

清
水
書
院

二
〇
一
四
年

編
著

『
内
田
久
司
先
生
古
稀
記
念
論
文
集

国
際
社
会
の
組
織
化
と
法
』

信
山
社

一
九
九
六
年

『
国
際
法
先
例
資
料
集
一
〇
一
、
一
〇
二

不
戦
条
約
（
上
）

下
）』

信
山
社

一
九
九
六
、

一
九
九
七
年

『
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
の
英
語
に
よ
る
日
本
法
セ
ン
タ
ー
構
築
の
為
の
研
究
｜
｜
日
本
法
の
透
明
化
の
為

に
』

平
成
九
年
度
〜
平
成
一
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）

二
）

研
究
代
表
者
‖
柳

原
正
治
）
研
究
成
果
報
告
書
）

二
〇
〇
〇
年
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『
留
学
生
向
け
の
英
語
に
よ
る
「
国
際
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
法
」
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
修
士
課
程
お
よ
び
博
士
後

期
課
程
）』

平
成
九
年
度

平
成
一
一
年
度
九
州
大
学
教
育
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
研
究
拠
点
形
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
Ｃ
）

研
究
代
表
者
‖
柳
原
正
治
）
研
究
成
果
報
告
書
）

二
〇
〇
〇
年

『
開
港
期
韓
国
に
お
け
る
不
平
等
条
約
の
実
体
と
朝
鮮
・
大
韓
帝
国
の
対
応
（K

O
R
E
A
 
F
O
U
N
D
A
T
IO
N

二
〇
〇
一
年
度
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
成
果
報
告
書
）』

研
究
代
表
者
‖
柳
原
正
治
）

二
〇
〇
二
年

『
日
韓
に
お
け
る
近
代
国
際
法
受
容
過
程
の
比
較
研
究：

二
一
世
紀
の
新
し
い
国
際
法
の
構
築
に
向
け
て
』

平
成
一
三
〜
平
成
一
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）

一
）

研
究
代
表
者
‖
柳
原
正

治
）
研
究
成
果
報
告
）

二
〇
〇
四
年

『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
法
の
受
容
と
伝
統
的
華
夷
秩
序
の
相
克
に
関
す
る
研
究
』

平

成
一
六
〜
平
成
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）

研
究
代
表
者
‖
柳
原
正
治
）
研
究
成

果
報
告
書
）

二
〇
〇
七
年

共
編
著

E
ast A

sian
 
an
d
 
E
u
ropean

 
P
erspectives on

 
In
tern

ation
al L

aw

二
〇
〇
四
年

『
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
国
際
法
講
義
』

信
山
社

二
〇
一
〇
年

『
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
国
際
法
講
義
〔
第
二
版
〕』

信
山
社

二
〇
一
三
年

『
演
習
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
国
際
法
』

信
山
社

二
〇
一
三
年

『
戦
間
期
国
際
秩
序
と
安
達
峰
一
郎
』

仮
）

東
京
大
学
出
版
会

二
〇
一
七
年
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共
訳
書

『
一
七
・
一
八
世
紀
の
国
家
思
想
家
た
ち
｜
｜
帝
国
公
（
国
）
法
論
・
政
治
学
・
自
然
法
論
』

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・

シ
ュ
ト
ラ
イ
ス
編
）

木
鐸
社

一
九
九
五
年

論
文

「

戦
争
と
平
和
の
法
」
の
研
究
｜
８
、
９
、
10
｜
所
有
権
・
支
配
権
｜
一
、
二
、
三
｜
」

（
法
律
時
報
五
五
巻
六
号
、
七
号
、
八
号
）

一
九
八
三
年

「
絶
対
主
義
時
代
」『
ド
イ
ツ
史
研
究
入
門
』

西
川
正
雄
編
）

東
京
大
学
出
版
会

一
九
八
四
年

「
所
有
権
・
支
配
権
」『
戦
争
と
平
和
の
法
』

大
沼
保
昭
編
）

東
信
堂

一
九
八
七
年

「
ヴ
ォ
ル
フ
の
国
際
法
理
論
（
一
）
｜
｜
意
思
国
際
法
概
念
を
中
心
と
し
て
」

（
法
政
研
究
五
六
巻
一
号
）

一
九
八
九
年

「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
概
念
の
変
遷
｜
｜
ヴ
ォ
ル
フ
の
一
七
二
九
年
論
文
を
中
心
と
し
て
」

（
国
際
法
外
交
雑
誌
八
八
巻
二
号
）

一
九
八
九
年

「
ヴ
ォ
ル
フ
の
国
際
法
理
論
（
二
）
｜
｜
意
思
国
際
法
概
念
を
中
心
と
し
て
」

（
法
政
研
究
五
六
巻
二
号
）

一
九
九
〇
年

「
ヴ
ォ
ル
フ
の
国
際
法
理
論
（
三
）
｜
｜
意
思
国
際
法
概
念
を
中
心
と
し
て
」

（
法
政
研
究
五
八
巻
一
号
）

一
九
九
一
年

「
ヴ
ォ
ル
フ
の
国
際
法
理
論
（
四
）
｜
｜
意
思
国
際
法
概
念
を
中
心
と
し
て
」

（
法
政
研
究
五
八
巻
二
号
）

一
九
九
二
年

「
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
領
域
邦
の
国
際
法
上
の
地
位
を
め
ぐ
る
一
考
察
」

『
国
際
化
時
代
の
行
政
と
法
｜
｜
成
田
頼
明
先
生
横
浜
国
立
大
学
退
官
記
念
』

松
田
保
彦
ほ
か
編
）

良
書
普
及
会

一
九
九
三
年
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「
領
域
取
得
方
式
か
ら
見
た
日
露
領
土
・
国
境
画
定
問
題
」

『
日
ロ
平
和
条
約
締
結
の
為
の
調
査
研
究
』

平
成
４
年
度
外
務
省
委
託
研
究
報
告
書
）

一
九
九
三
年

“D
o
m
in
iu
m
 
a
n
d Im

p
eriu

m
”

A
 
N
orm

ative A
pproach to

 
W
ar:

P
eace,

W
ar,

an
d
 
Ju
stice in

 
H
u
go G

rotiu
s,

(Y
a
su
a
k
i O

n
u
m
a ed

.)
C
la
ren

d
o
n P

ress

一
九
九
三
年

「
領
域
権
原
と
日
露
間
領
土
問
題
」

『
日
ロ
平
和
条
約
締
結
の
為
の
調
査
研
究
』

平
成
５
年
度
外
務
省
委
託
研
究
報
告
書
）

一
九
九
四
年

「
所
有
権
・
支
配
権
」『
戦
争
と
平
和
の
法
〔
補
正
版
〕』

大
沼
保
昭
編
）

東
信
堂

一
九
九
五
年

「
紛
争
解
決
方
式
か
ら
見
た
日
露
間
領
土
問
題
」

『
日
ロ
平
和
条
約
締
結
の
為
の
調
査
研
究
』

平
成
５
年
度
外
務
省
委
託
研
究
報
告
書
）

一
九
九
五
年

「
特
定
魚
種
の
規
制
と
国
内
法
」

海
洋
法
関
係
国
内
法
制
比
較
研
究
一
号
）

一
九
九
五
年

「
い
わ
ゆ
る
《
ド
イ
ツ
国
際
法
》
論
を
め
ぐ
る
一
考
察
」

『
内
田
久
司
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
｜
｜
国
際
社
会
の
組
織
化
と
法
』

柳
原
正
治
編
）

信
山
社

一
九
九
六
年

「
ヴ
ォ
ル
フ
の
国
際
法
理
論
（
五
）
｜
｜
意
思
国
際
法
概
念
を
中
心
と
し
て
」

法
政
研
究
六
三
巻
一
号
）

一
九
九
六
年

「
紛
争
解
決
方
式
の
一
つ
と
し
て
の
戦
争
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
一
考
察
」

『
小
田
滋
先
生
古
稀
祝
賀
｜
｜
紛
争
解
決
の
国
際
法
』

杉
原
高
嶺
編
）

三
省
堂

一
九
九
七
年

「
ヴ
ォ
ル
フ
の
国
際
法
理
論
（
六
・
完
）
｜
｜
意
思
国
際
法
概
念
を
中
心
と
し
て
」

法
政
研
究
六
四
巻
一
号
）

一
九
九
七
年
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「
シ
ネ
マ
・
法
学
入
門
（
６
）
先
住
民
は
狼

｜
｜
『
ダ
ン
ス
・
ウ
ィ
ズ
・
ウ
ル
ブ
ズ
』」法

学
教
室
二
〇
四
号
）

一
九
九
七
年

「
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
法
と
先
住
民
」

『
平
和
体
制
の
国
際
的
保
障
（
第
一
年
次
）』

平
成
９
年
度
日
本
国
際
問
題
研
究
所
自
主
研
究
報
告
書
）

一
九
九
八
年

「
国
際
法
に
お
け
る
コ
ン
ド
ミ
ニ
ウ
ム
と
樺
太
問
題
」

『
日
露
平
和
条
約
締
結
の
為
の
調
査
研
究
』

平
成
10
年
度
外
務
省
委
託
研
究
報
告
書
）

一
九
九
九
年

「

国
境
画
定
案

に
関
す
る
国
際
法
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
」

『
平
和
体
制
の
国
際
的
保
障
』

平
成
10
年
度
日
本
国
際
問
題
研
究
所
自
主
研
究
報
告
）

一
九
九
九
年

「
国
際
法
上
の
征
服
の
法
理
と
日
露
領
土
問
題
」

『
日
露
平
和
条
約
締
結
に
関
わ
る
調
査
研
究
』

財
団
法
人
日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
編
）

二
〇
〇
〇
年

「
近
代
国
際
法
理
論
に
お
け
る
国
家
」

『
帝
国
と
国
民
国
家
』

歴
史
と
方
法
編
集
委
員
会
編
）

青
木
書
店

二
〇
〇
〇
年

「
い
わ
ゆ
る

無
差
別
戦
争
観

と
戦
争
の
違
法
化
｜
｜
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
学
説
を
手
が
か
り
と
し
て
」

（
世
界
法
年
報
二
〇
号
）

二
〇
〇
一
年

「
戦
争
の
違
法
化
と
日
本
」

『
日
本
と
国
際
法
の
一
〇
〇
年
第
一
〇
巻

安
全
保
障
』

国
際
法
学
会
編
）

三
省
堂

二
〇
〇
一
年

「
主
権
平
等
と
保
護
国
｜
｜
『
有
賀
・
立
保
護
国
論
争
』
を
中
心
と
し
て
｜
｜
」

『
開
港
期
韓
国
に
お
け
る
不
平
等
条
約
の
実
体
と
朝
鮮
・
大
韓
帝
国
の
対
応
（K

O
R
E
A
 
F
O
U
N
D
A

 
T
IO
N
 
2001

年
度
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
成
果
報
告
書
）』

研
究
代
表
者
‖
柳
原
正
治
）

二
〇
〇
二
年

-
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「
イ
ラ
ク
問
題
と
国
際
法
｜
武
力
行
使
に
対
す
る
国
際
法
の
有
効
性
」

法
学
教
室
二
八
一
号
）

二
〇
〇
四
年

「
研
究
報
告
『
國
際
法
先
例
彙
輯
』
に
関
す
る
研
究
（
７
）
領
海
ノ
範
囲
」

外
交
史
料
館
報
一
八
号
）

二
〇
〇
四
年

「
国
家
領
域
」『
講
義
国
際
法
』

小
寺
彰
・
岩
澤
雄
司
・
森
田
章
夫
編
）

有
斐
閣

二
〇
〇
四
年

「
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
」

『
近
世
・
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
学
者
た
ち
｜
グ
ラ
ー
テ
ィ
ア
ヌ
ス
か
ら
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ま
で
』

勝
田
有
恒
・
山
内
進
編
）

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

二
〇
〇
八
年

「
国
家
領
域
」『
講
義
国
際
法
〔
第
二
版
〕』

小
寺
彰
・
岩
澤
雄
司
・
森
田
章
夫
編
）

有
斐
閣

二
〇
一
〇
年

「
難
民
の
国
際
的
保
護
｜
｜
第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら
一
九
五
〇
年
代
の
難
民
状
況
」

『
ミ
ス
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
セ
ー
ラ
ー
服
』

古
川
照
美
・
千
葉
浩
美
編
）

中
央
公
論
新
社

二
〇
一
〇
年

「
国
際
法
研
究
の
『
発
達
』
｜
｜
御
雇
外
国
人
た
ち
の
貢
献
」

書
斎
の
窓
六
一
〇
号
）

二
〇
一
一
年

“Ja
p
a
n
’s E

n
g
a
g
em
en
t w

ith a
n
d U

se o
f In

tern
a
tio
n
a
l L
a
w
,
1853

1945”

U
n
iversality an

d
 
C
on
tin
u
ity in

 
In
tern

ation
al L

aw
,
H
 
S
teig

er
&
T
h M

a
ra
u
h
n
(ed
s.),

E
lev
en In

tern
a
tio
n
a
l P
u
b
lish

in
g

二
〇
一
一
年

“T
errito

ria
l T

itle”

O
xford

 
B
ibliograph

ies
 
in

“In
tern

ation
al
 
L
aw
”

(h
ttp
: //w

w
w
.o
x
fo
rd
b
ib
lio
g
ra
p
h
ies.

co
m
/),

A
.
C
a
rty

(ed
.),
O
x
fo
rd U

n
iv
ersity P

ress

二
〇
一
二
年

「
幕
末
期
・
明
治
初
期
の
『
領
域
』
概
念
に
関
す
る
一
考
察
」

『
現
代
国
際
法
の
思
想
と
構
造
』

松
田
竹
男
ほ
か
編
）

東
信
堂

二
〇
一
二
年
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“Ja
p
a
n
”

T
h
e O

xford
 
H
an
d
book

 
of th

e H
istory of

 
In
tern

ation
al L

aw
,
B
a
rd
o F

a
ssb

en
d
er a

n
d

 
A
n
n
e P

eters
(ed
s.),

O
x
fo
rd U

n
iv
ersity P

ress

二
〇
一
二
年

“T
h
e R

ecep
tio
n o

f M
o
d
ern E

u
ro
p
ea
n In

tern
a
tio
n
a
l L
a
w
 
in Ja

p
a
n
:
T
h
e R

o
le o

f E
m
p
lo
y
ed

 
F
o
reig

n S
p
ecia

lists
O
y
a
to
i G

a
ik
o
k
u
jin

）”
S
ooch

ow
 
L
aw
 
Jou

rn
al V

o
l.8,

N
o
.2.

二
〇
一
三
年

「
疆
域
、
版
図
、
封
土
、
そ
し
て
領
域
」

国
際
問
題
六
二
四
号
）

二
〇
一
三
年

「
日
本
に
お
け
る
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
法
の
受
容
」

『B
U
100

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
梅
謙
次
郎
没
後
一
〇
〇
周
年
記
念
冊
子
』

法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
梅

謙
次
郎
没
後
一
〇
〇
年
企
画
・
出
版
実
行
員
会
編
）

法
政
大
学

二
〇
一
三
年

“In
tro
d
u
ctio

n
:
T
h
e R

o
le o

f P
ro
m
in
en
t Ju

rists in Ja
p
a
n
’s E

n
g
a
g
em
en
t w

ith In
tern

a
tio
n
a
l

 
L
a
w
 
1853

1945”
Japan

ese Y
earbook of In

tern
ation

al L
aw
,
N
o
.56.

二
〇
一
三
年

“M
in
eitciro A

d
a
tci

(1869
1934):

H
is C

o
n
cep

t o
f In

tern
a
tio
n
a
l A

d
ju
d
ica
tio
n
”

Japan
ese Y

earbook of In
tern

ation
al L

aw
,
N
o
.56.

二
〇
一
三
年

「
近
代
日
本
と
国
際
裁
判
｜
｜
『
裁
判
嫌
い
』
は
神
話
な
の
か
」

国
際
法
外
交
雑
誌
一
一
三
巻
三
号
）

二
〇
一
四
年

「
日
本
に
お
け
る
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
法
の
変
容
｜
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
果
た
し
た
役
割
」

『
国
際
法
学
の
諸
相
｜
到
達
点
と
展
望：

村
瀬
信
也
先
生
古
稀
記
念
』

江
藤
淳
一
編
）

信
山
社

二
〇
一
五
年

“S
ig
n
ifica

n
ce o

f th
e H

isto
ry o

f th
e L

a
w
 
o
f N

a
tio
n
s in E

u
ro
p
e a

n
d E

a
st A

sia
”

R
ecu

eil d
es cou

rs,
to
m
e 371.

二
〇
一
五
年
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“T
rea

ties co
n
clu
d
ed b

y th
e K

in
g
d
o
m
 
o
f R

y
u
k
y
u
”

O
xford

 
H
istorical T

reaties.
M
on
th
ly E

d
itorials

(h
ttp
: //o

p
il.o

u
p
la
w
.co
m
/p
a
g
e /ry

u
k
y
u
-

trea
ties)

R
.
L
esa

ffer
(ed
.)
O
x
fo
rd U

n
iv
ersity P

ress

二
〇
一
五
年

「
山
川
端
夫
の
国
際
法
観
」『
国
際
法
の
実
践
｜
｜
小
松
一
郎
大
使
追
悼
』

柳
井
俊
二
・
村
瀬
信
也
編
）信

山
社

二
〇
一
五
年

「
紛
争
解
決
方
式
の
一
つ
と
し
て
の
国
際
裁
判：

戦
争
と
の
対
比
に
お
い
て
」

世
界
法
年
報
三
五
号
）

二
〇
一
六
年

翻
訳

「
グ
ロ
ー
テ
ィ
ウ
ス
『
戦
争
と
平
和
の
法
』

プ
ロ
レ
ゴ
ー
メ
ナ
）
邦
訳
（
１
）
｜
（
３
）」

日
本
法
学
五
一
巻
一

三
号
）

一
九
八
五

一
九
八
六
年

「
グ
ロ
ー
テ
ィ
ウ
ス
『
戦
争
と
平
和
の
法
』

第
１
巻
第
１
章
）
邦
訳
（
１
）」

日
本
法
学
五
二
巻
一
号
）

一
九
八
六
年

判
例
批
評

「
大
陸
棚
に
お
け
る
法
人
税
等
課
税
処
分
取
消
請
求
事
件
」

共
著
）

判
例
時
報
一
〇
六
一
号
）

一
九
八
三
年

「
核
兵
器
使
用
・
威
嚇
の
合
法
性
の
判
断
｜
｜
『
核
兵
器
使
用
・
威
嚇
の
合
法
性
』
事
件
」

『
国
際
法
判
例
百
選
』

山
本
草
二
・
古
川
照
美
・
松
井
芳
郎
編
）

有
斐
閣

二
〇
〇
一
年

「
領
域
主
権
の
機
能
｜
｜
パ
ル
マ
ス
島
事
件
（
常
設
仲
裁
裁
一
九
二
八
・
四
・
四
判
決
）」

『
国
際
法
判
例
百
選
〔
第
二
版
〕』

小
寺
彰
・
森
川
幸
一
・
西
村
弓
編
）

有
斐
閣

二
〇
一
一
年
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書
評

「
紹
介

F
.S
.R
u
d
d
y
,
In
tern

a
tio
n
a
l L
a
w
 
in th

e E
n
lig
h
ten

m
en
t:
T
h
e B

a
ck
g
ro
u
n
d o

f E
m
m
er

 
ich d

e V
a
ttel’s L

e D
ro
it d

es G
en
s,
1975

」

國
家
學
會
雑
誌
九
二
巻
五
・
六
号
）

一
九
七
九
年

-
「
紹
介

W
o
lfg
a
n
g
 
P
reiser,

M
a
ch
t
 
u
n
d
 
N
o
rm
 
in
 
d
er
 
V
o
lk
errech

teg
esch

ich
te

｜K
lein

e
 

S
ch
rifter zu

r E
n
tw
ick

lu
n
g d

er in
tern

a
tio
n
a
len R

ech
tso
rd
n
u
n
g u

n
d ih

rer G
ru
n
d
leg
u
n
g
,

1978

」

國
家
學
會
雑
誌
九
五
巻
七
・
八
号
）

一
九
八
二
年

「
ス
タ
ン
リ
ー
・
ホ
フ
マ
ン
著
（
最
上
敏
樹
訳
）『
国
境
を
超
え
る
義
務
｜
節
度
あ
る
国
際
政
治
を
求
め
て
』」

ジ
ュ
リ
ス
ト
八
五
八
号
）

一
九
八
六
年

“B
o
o
k R

ev
iew

:
F
u
jio Ito

,
G
ro
tiu
s n
o Jiy

u
k
a
iro
n
”

Japan
ese A

n
n
u
al of In

tern
ation

al L
aw
,
N
o
.30.

一
九
八
七
年

“B
o
o
k R

ev
iew

:
K
iy
o
sh
i M

a
tsu
k
u
m
a
,
K
o
k
u
sa
ih
o
sh
i n
o G

u
n
zo
,
1992.”

Japan
ese A

n
n
u
al of In

tern
ation

al L
aw
,
N
o
.36.

一
九
九
三
年

「
紹
介

大
沼
保
昭
『
資
料
で
読
み
解
く
国
際
法
』」

法
学
教
室
二
〇
二
号
）

一
九
九
七
年

「
紹
介

小
田
滋
・
石
本
泰
雄
編
集
代
表
『
祖
川
武
夫
論
文
集

国
際
法
と
戦
争
違
法
化
｜
｜
そ
の
論
理
構
造
と

歴
史
性
』」

国
際
法
外
交
雑
誌
一
〇
四
巻
四
号
）

二
〇
〇
六
年

“B
o
o
k R

ev
iew

:
T
a
k
eo S

o
g
a
w
a
,
R
o
n
b
u
n
sh
u
:
K
o
k
u
sa
ih
o to S

en
so
ih
o
k
a
,
2004”

Japan
ese A

n
n
u
al of In

tern
ation

al L
aw
,
N
o
.49.

二
〇
〇
六
年
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事
項
解
説

「
ア
ン
チ
ロ
ッ
テ
ィ
」、

ヴ
ォ
ル
フ
」、

正
戦
論
」『
国
際
関
係
法
辞
典
』

国
際
法
学
会
編
）

三
省
堂

一
九
九
五
年

「
ア
ン
ツ
ィ
ロ
ッ
テ
ィ
」、

ヴ
ォ
ル
フ
」、

近
代
国
際
法
」、

自
己
拘
束
説
」、

正
戦
論
」

『
国
際
関
係
法
辞
典

第
２
版
』

国
際
法
学
会
編
）

三
省
堂

二
〇
〇
五
年

「
国
際
法
」、

難
民
」、

庇
護
権
」『
岩
波
社
会
思
想
事
典
』

今
村
仁
司
ほ
か
編
）

岩
波
書
店

二
〇
〇
八
年

「
外
交
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
」、

国
際
法
と
国
内
法
の
関
係
」、

最
後
通
牒
」、

主
権
国
家
」、

正
戦

論
」、

先
占
」、

万
国
公
法
」、

紛
争
解
決
」、

無
差
別
戦
争
観
」、

領
域
権
原
」、

領
域
国
家
」、

領
土
保
全
原
則
」『
平
和
と
安
全
保
障
を
考
え
る
事
典
』

広
島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
編
）

法
律
文
化
社

二
〇
一
六
年

そ
の
他

「

学
会
消
息

社
会
思
想
史
学
会
第
六
回
大
会
」

エ
コ
ノ
ミ
ア
七
三
号
）

一
九
八
二
年

「
国
際
法
、
国
際
私
法
、
国
際
政
治
・
外
交
史
主
要
文
献
目
録

一
九
八
九
）」

共
著
）

国
際
法
外
交
雑
誌
八
九
巻
二
号
）

一
九
九
〇
年

「
国
際
法
、
国
際
私
法
、
国
際
政
治
・
外
交
史
主
要
文
献
目
録
（
一
九
九
〇
）」

共
著
）

国
際
法
外
交
雑
誌
九
〇
巻
二
号
）

一
九
九
一
年

「
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
と
国
際
法
」

九
州
国
際
法
学
会
年
報
二
一
号
）

一
九
九
一
年

「
Ｐ
Ｋ
Ｏ
｜
純
粋
に
憲
法
解
釈
問
題

猪
突
猛
進
よ
り
平
和
構
想
（
憲
法
が
問
う
〔
４
〕）」

西
日
本
新
聞
一
九
九
二
年
五
月
八
日
夕
刊
）

一
九
九
二
年
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「
外
交
史
料
館
を
訪
ね
て
」

書
斎
の
窓
四
四
五
号
）

一
九
九
五
年

「
国
際
化
時
代
の
法
学
教
育
｜L

L
.M
.P
ro
g
ra
m

の
試
み
」

書
斎
の
窓
四
五
三
号
）

一
九
九
六
年

「
学
生
に
魅
力
あ
る
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施：

英
語
に
よ
る
法
学
教
育
」

大
学
と
学
生
三
九
三
号
）

一
九
九
七
年

「
国
際
化
時
代
に
お
け
る
留
学
生
の
た
め
の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
｜
英
語
に
よ
る
法
学
教
育
）」

留
学
交
流
一
〇
巻
四
号
）

一
九
九
八
年

「
海
外
大
学
図
書
館
等
視
察
報
告

第
三
集

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
中
西
部
）」

共
著
）

海
外
大
学
図
書
館
等
視
察
報
告
第
三
集
）

一
九
九
八
年

「
国
際
競
争
力
の
あ
る
留
学
生
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
｜L
L
.M

コ
ー
ス
の
試
み
」

自
由
と
正
義
五
〇
号
）

一
九
九
九
年

「
海
外
大
学
図
書
館
等
視
察
報
告

第
六
集

東
南
ア
ジ
ア
（
中
央
部
）」

共
著
）

海
外
大
学
図
書
館
等
視
察
報
告
第
六
集
）

二
〇
〇
〇
年

「
国
立
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
事
情
」

Ｉ
Ｄ
Ｅ
現
代
の
高
等
教
育
四
五
三
号
）

二
〇
〇
三
年

「
九
大
‖
ア
ジ
ア
の
諸
大
学
の
連
携
」

Ｉ
Ｄ
Ｅ
現
代
の
高
等
教
育
四
五
五
号
）

二
〇
〇
三
年

「
留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
国
立
大
学
法
人
化
に
向
け
た
今
後
の
課
題
」

留
学
交
流
一
六
巻
五
号
）

二
〇
〇
四
年

「
九
州
大
学
の
国
際
戦
略
と
日
本
学
術
振
興
会
と
の
連
携
・
協
力
」

学
術
月
報
五
八
巻
一
号
）

二
〇
〇
五
年

「
中
国
留
学
生
日
本
留
学
１
１
０
周
年
記
念
式
典
挨
拶
」

九
州
大
学
講
演
集
緑
風
五
号
）

二
〇
〇
七
年

「
私
の
視
点

日
中
ガ
ス
田
合
意
」

朝
日
新
聞
二
〇
〇
八
年
六
月
二
七
日
朝
刊
）

二
〇
〇
八
年

「
国
際
法
関
係
貴
重
文
献
｜
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
『
戦
争
と
平
和
の
法
』」

『
九
州
大
学
百
年
の
宝
物
』

九
州
大
学
百
年
の
宝
物
刊
行
委
員
会
編
）

丸
善
出
版

二
〇
一
一
年
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「
ナ
ル
ホ
ド

学
べ
る
日
本
と
ロ
シ
ア
｜
座
談
会in

福
岡
」

西
日
本
新
聞
二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
二
日
朝
刊
）

二
〇
一
一
年

「
語
る

安
全
保
障
法
制
」

読
売
新
聞
二
〇
一
五
年
七
月
二
六
日
朝
刊
）

二
〇
一
五
年

「
国
際
情
勢
に
現
実
的
対
応
」『
安
全
保
障
関
連
法
｜
変
わ
る
安
保
体
制
』

読
売
新
聞
政
治
部
編
）

信
山
社

二
〇
一
五
年

「
二
十
二
世
紀
へ
の
提
言

グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
、
安
達
峰
一
郎
、
そ
し
て
安
藤
正
楽
」

小
日
本
二
五
号
）

二
〇
一
六
年

「
論

国
際
裁
判
所
所
長
の
苦
悩
」

毎
日
新
聞
二
〇
一
六
年
九
月
二
九
日
夕
刊
）

二
〇
一
六
年
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